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 [授業の概要・目的]
ジャック・ラカンのテクストを原文で読む。 
併せて、精神分析の基本的な考え方に親しむ。

 [到達目標]
ラカンのテクストの原文を読むことを通じて、その精神分析理論（とりわけ1960年代から70年代に
かけての）のアウトラインをつかむとともに、精神分析的な思考と発想に親しむ。

 [授業計画と内容]
第1回　教材テクストの提示、歴史的・理論的背景の概説 
第2回-15回　輪読（最終回では、手短な総括も行う）

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
【評価方法】 
　講読演習のため、演習に出席し、文を訳す実践に関して評価する（100％）。 
【評価基準】 
　到達目標について、教育学研究科の評価基準に従って評価する。

 [教科書]
授業中に指示する
次のテクストから読み始める予定。逐次コピーを配布する。 
Jacques Lacan, Le Seminaire, Livre XVIII, D'un discours qui ne serait pas du semblant (Seuil, 2006), 
Chapitre IX, Un homme et une femme et la psychanalyse

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学習（予習・復習）等]
輪読を行うゆえ、各自しかるべく準備すること。 

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


